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等を除いた174名(75。8±5,7歳,男性 41名 女性 133)を対象とし、
1)全般的情報
対象者の属性 ぐ陛別、年齢、身長、体重、既往歴)、 1週間の外出頻度 (回/週),転倒予防自己
効力感評価、MMSE、過去 1年間の転倒の有無を聴取した。
2)運動機能の測定
(1)握力 (Grip Strength:GS)、(2)開眼片脚 立位 時間 (One Leg Standing with Eyes Openi OLS)、


































値 (オッズ比 :1.06)、そしてもう一つTUG(オンズ比 :1.89)が転倒予預1因子として抽出された。ま
た、断面調査で得られたMSLのEE値のカットオフ値を基準に非転倒群を2群に分類し,転倒の発生
を比較した。その結果、カットオフ値よりも高い値を示した群では49名中 10名(20.4%)、低い値
を示した群では92名中1名(1%)と転倒発生に有意な差が認められ (χ2=16.593,p=0,000)、その
相対危険度は18,78を示した。
【考察】
今回の調査の対象は、運動機能テス ト結果が良好な健常高齢者であつたが、それにも関わらず転倒
経験者が存在していた。これにより、例え運動機能が良好であつても転倒を経験する高齢者が存在し
ていることが分かった。転倒経験者は自己の運動能力を過大評価しており、特にMSLのEE値は断面
調査でも追跡調査でも繰り返し、転倒予演J因子として抽出されていた。またそのカットオフ値は2.0
センチであり、その相対危[父度は18.78ときわめて高い値であつた。これにより、MSLのEE値は健常
高齢者に対して最も適切に転倒を予測する指標であることが示唆された。
【結論】
健常高齢者に対してより早期から転倒予防の介入を行う上で、MSLのEE値は最適な転倒予測指標の
1つであると考えられた。
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